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指定避難所の設備を充実
6月定例会

～循環式シャワー・冷房機器を整備～

【
議
第
51
号　
令
和
７
年
度
金
山
町一般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）】

中
村
忠
行
議
員　
職
員
が
業
務
上
必
要

と
判
断
さ
れ
る
準
中
型
免
許
を
取
得
す

る
た
め
の
委
託
料
に
つ
い
て
、
資
格
は

個
人
の
財
産
と
な
る
た
め
個
人
負
担
が

あ
る
べ
き
で
は
。

町
長　
職
員
に
は
職
務
命
令
と
し
て
、
そ
の

車
両
を
運
転
し
て
も
ら
う
た
め
、
公
費
で
資

格
取
得
を
す
る
と
い
う
発
想
の
前
提
で
あ
る

が
、
実
施
の
段
階
で
は
、
再
度
時
間
を
か
け

精
査
し
て
執
行
に
当
た
り
た
い
。

大
場
洋
介
議
員　
鳥
獣
被
害
を
防
止
す

る
電
気
柵
の
補
助
内
容
は
。
ま
た
電
気

柵
設
置
の
効
果
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

産
業
課
長　
園
芸
農
家
、
落
花
生
生
産
農
家

か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
り
２
分
の
１
補
助
す

る
。
全
国
的
に
鳥
獣
被
害
は
拡
大
傾
向
に
あ

り
、
電
気
柵
が
有
効
な
手
法
と
考
え
る
。
電

気
柵
で
の
死
亡
例
も
あ
り
、
専
門
家
と
調
整

し
進
め
た
い
。

五
十
嵐
優
一
議
員　
農
業
機
械
整
備
費

補
助
金
事
業
に
つ
い
て
、
ハ
ウ
ス
や
設
備

関
係
も
検
討
す
る
と
し
て
い
た
が
、
電

気
柵
は
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

産
業
課
長　
小
規
模
農
機
具
整
備
事
業
は
、

今
年
度
で
３
年
目
を
迎
え
て
お
り
、
８
年
度

以
降
は
改
め
て
検
討
す
る
。
ハ
ウ
ス
施
設
整

備
は
農
業
振
興
の
観
点
か
ら
、
有
害
鳥
獣
対

策
と
は
ま
た
別
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
振
興
被
害
対
策
と
い
う
形
で
支
援
す
る
。

星
川
智
子
議
員　
今
年
度
小
学
校
の

プ
ー
ル
授
業
計
画
は
。

教
学
課
長　
新
庄
市
こ
ら
っ
せ
内
、Ｗｅ
ス

ポ
ー
ツ
に
業
務
委
託
し
水
泳
授
業
を
行
う
。

１
回
目
が
６
月
16
日
に
始
ま
り
、
２
学
年
を

バ
ス
３
台
で
送
迎
し
、
期
間
内
に
各
学
年
３

回
行
う
。

【
議
第
58
号　
金
山
町
学
校
給
食
共
同
調
理

場
設
置
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
】

須
藤
典
夫
議
員　
給
食
費
無
償
化
に
伴

い
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
食
育
と
い
う
観

点
か
ら
、
金
山
町
の
食
材
を
取
り
扱
う

仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

教
学
課
長　
こ
れ
ま
で
も
地
元
業
者
か
ら
地

元
の
食
材
を
仕
入
れ
、
児
童
に
提
供
す
る
こ

と
は
続
け
て
き
た
が
、
納
入
で
き
る
業
者
や

農
家
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
。
ス
タ
ッ
フ

と
現
状
を
再
確
認
し
、
考
え
て
い
き
た
い
。

【
議
第
59
号　
避
難
所
用
循
環
式
シ
ャ
ワ
ー

機
材
の
取
得
に
つ
い
て
】

大
場
洋
介
議
員　
循
環
式
シ
ャ
ワ
ー
の

詳
細
と
管
理
方
法
な
ど
を
伺
う
。

町
民
税
務
課
長　
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
給
水
タ

ン
ク
を
使
い
、
排
水
の
９８
％
を
再
生
し
て
使
う

仕
組
み
。
衛
生
面
で
も
９９
・
９９
％
細
菌
の
処
理

が
で
き
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
メ
ー

カ
ー
に
お
願
い
し
長
く
使
っ
て
い
き
た
い
。

【
議
第
60
号　
避
難
所
用
可
搬
式
冷
房
機
器

の
取
得
に
つ
い
て
】

星
川
智
子
議
員　
災
害
時
の
電
源
の
確

保
は
。
ま
た
、
金
山
小
学
校
に
設
置
さ

れ
る
２
台
は
、
体
育
の
授
業
な
ど
に
有

効
活
用
で
き
な
い
か
。

町
民
税
務
課
長　
１
０
０
ボ
ル
ト
の
単
相
電
源

で
使
用
で
き
る
機
械
な
の
で
、
大
き
な
発
電
機

は
必
要
な
い
が
別
途
検
討
が
必
要
。
冷
房
機
の

そ
ば
で
涼
む
よ
う
な
機
械
な
の
で
、
熱
中
症
対

策
と
し
て
体
育
の
授
業
な
ど
で
活
用
で
き
る
。

中
村
忠
行
議
員　
避
難
所
用
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
は
、
性
質
上
使
用
し
た
だ
け

室
温
が
上
が
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

指
定
避
難
所
に
は
非
常
電
源
が
必
須
に

な
っ
て
く
る
の
で
、
固
定
式
の
エ
ア
コ
ン

が
効
率
的
な
の
で
は
。

町
民
税
務
課
長　
排
熱
の
対
策
と
し
て
は
、

排
気
ダ
ク
ト
を
合
わ
せ
て
購
入
す
る
予
定
で

あ
る
。
重
量
は
１
０
０
キ
ロ
ほ
ど
で
運
搬
が

可
能
な
の
で
、
エ
ア
コ
ン
よ
り
避
難
所
に
適

し
て
い
る
と
想
定
し
て
い
る
。避
難
し
た
方
々

が
、一
時
的
に
涼
ん
で
い
た
だ
く
た
め
設
置

す
る
考
え
で
購
入
す
る
も
の
で
あ
る
。

【
議
第
61
号　
小
中
学
校
学
習
者
用
端
末
の

取
得
に
つ
い
て
】

寒
河
江
宏
一
議
員　
令
和
３
年
に
購
入

し
た
端
末
機
を
、
今
回
３
４
８
台
更
新

す
る
が
、
そ
の
財
源
と
公
募
に
つ
い
て

の
説
明
を
。

教
学
課
長　
当
町
は
、
県
の
共
同
調
達
に
参

加
し
て
い
る
の
で
、
県
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を

行
っ
て
い
る
。
財
源
は
山
形
県
公
立
学
校
情

報
機
器
整
備
事
業
費
補
助
金
で
、
１
台
５
万

５
千
円
を
上
限
に
３
分
の
２
の
補
助
が
入
る
。

そ
の
他
は
交
付
税
と
し
て
入
る
。

6月議会定例会提出議案

６月定例会が１０日から１３日まで開催された。
条例改正４件、補正予算６件、避難所用設備・小中学校学習用端末の財産取得３件を全員賛成で可決した。

近年多発する災害に備え非常用電源をはじめとする整備を着々と進めている。

議
案
へ
の

質
疑
応
答
要
旨

２．議員提出議案

３．町長提出議案（追加提出議案）

１．町長提出議案
議案番号 議　案　名

議第49号

議第50号

議第51号

議第52号

議第53号

議第54号

議第55号

議第56号

議第57号

議第58号

金山町議会議員及び金山町長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について
選挙運動用ポスター及びビラの交付負担額を引き上げるもの
金山町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について
選挙長や投(開)管理者等の報酬額を引き上げるもの
令和７年度金山町一般会計補正予算（第２号）
補正額：5,619万4千円　補正後予算額：51億2,925万円
令和７年度金山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
補正額：143万3千円　補正後予算額：2億3,023万3千円
令和７年度金山町介護保険特別会計補正予算（第１号）
補正額：37万円　補正後予算額：7億7,037万円
令和７年度金山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
補正額：△61万3千円　補正後予算額：8,078万7千円　
令和７年度金山町水道事業会計補正予算（第１号）
補正額：26万1千円　補正後予算額：2億1,016万1千円
令和７年度金山町下水道事業会計補正予算（第１号）
補正額：10万5千円　補正後予算額：2億1,390万5千円
金山町監査委員条例の一部を改正する条例の制定について
地方自治法の改正に伴い所要の改正を行うもの
金山町学校給食共同調理場設置条例の一部を改正する条例の制定について
給食無償化により、監査員の条項を削除するもの

議案番号 議　案　名

発議第３号 金山町議会傍聴規則の一部を改正する規則の制定について
社会情勢の変化に伴い、所要の改正を行うもの

議案番号 議　案　名

議第59号

議第60号

議第61号

避難所用循環式シャワー機材の取得について
日本防災工業㈱山形営業所より1,320万円で取得するもの
避難所用可搬式冷房機器の取得について
㈲渡部電工より690万円で取得するもの
小中学校学習者用端末の取得について
タブレット端末348台を東日本電信電話㈱より1,875万7,200円で取得するもの

23 金山町議会だより 第143号



一般質問

大場 洋介 議員

大
場
議
員　
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
に

よ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
や
総
合
戦
略
の
改

訂
の
必
要
性
と
町
独
自
の
少
子
化
対
策
は
。

町
長　
か
ね
や
ま
未
来
会
議
に
お
い
て
改
定

案
を
審
議
し
、
９
月
ま
で
に
公
表
す
る
。
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
る
効
果
な
ど
を
検
証
し

な
が
ら
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
る
。

大
場
議
員　
少
子
化
対
策
の
前
提
に
出
会

い
の
場
か
ら
結
婚
、
そ
し
て
子
育
て
ま
で

切
れ
目
の
な
い
社
会
全
体
で
の
サ
ポ
ー
ト

こ
そ
が
効
果
的
と
考
え
る
が
町
の
見
解
は
。

総
合
政
策
課
長　
婚
姻
数
低
下
の
状
況
を

認
識
し
、
結
婚
に
繋
げ
る
た
め
の
周
知
活

動
、
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
や
す

い
支
援
を
検
討

す
る
。

大
場
議
員　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業

は
各
自
治
体
が
実
情
に
応
じ
て
対
象
世

帯・補
助
額
の
上
乗
せ
が
可
能
で
あ
る
。

町
独
自
の
施
策
の
考
え
は
。

総
合
政
策
課
長　
他
自
治
体
で
効
果
的
な

事
例
が
あ
れ
ば
参
考
に
す
る
。

大
場
議
員　
小
中一貫
校
の
必
要
性
に

つ
い
て
学
校
施
設
の
方
向
性
は
。

教
育
長　
一体
型
の
施
設
整
備
な
ど
を
検
討

す
る
時
期
に
き
て
い
る
。

大
場
議
員　
現
役
世
代
が
直
面
す
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
ケ
ア
ラ
ー
」
の
介
護
リ
ス

ク
軽
減
施
策
の
展
開
は
。

町
長　
安
心
し
て
介
護
と
仕
事
の
両
立
が

で
き
る
よ
う
、
町
内
企
業
と
意
見
交
換
を

持
ち
、
支
援
策
を
講
じ
る
。

問答

　
年
４
回
の
定
例
会
で
行
う
。
議
員
が
町
の
行
政
全
般
に
つ
い
て
、
事
業
執

行
の
状
況
や
将
来
の
方
針
等
に
つ
い
て
所
信
を
質
し
、
あ
る
い
は
報
告
や
説

明
を
求
め
る
な
ど
の
政
策
論
議
の
場
で
あ
る
。

　
町
議
会
で
は
、
質
問
要
旨
を
事
前
に
通
告
す
る
こ
と
と
し
、
限
ら
れ
た

時
間
内
で
、大
所
高
所
か
ら
の
建
設
的
で
簡
明
な
質
問
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
政
を
質
す

た  

だ

須藤 典夫 議員

おお ば　ようすけ

す と う  の り お

須
藤
議
員　
地
区
公
民
館
の
工
事
費

が
世
帯
数
の
減
少
で
戸
数
割
負
担
が

小
数
規
模
の
地
区
で
は
高
額
に
な
る

傾
向
に
あ
る
。「
金
山
町
公
民
館
施
設

整
備
費
補
助
金
交
付
規
則
」
の
制
度

設
計
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
。

教
学
課
長　
区
長
会
議
で
も
要
望
が
あ
り
、

改
め
て
適
正
な
改
正
内
容
を
検
討
し
、
区

公
連
と
の
協
議
を
経
て
制
度
設
計
に
反
映

さ
せ
て
行
く
。

須
藤
議
員　
金
山
ま
つ
り
の
「
山
車
」

制
作
に
は
多
く
の
人
の
手
が
か
か
り
、

人
手
不
足
に
困
っ
て
い
る
。
手
伝
い
を

公
務
と
し
て
認
め
、
職
員
の
積
極
的
な

参
加
を
促
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
課
長　
「
金
山
町
人
材
育
成
・
確
保

基
本
方
針
」
で
は
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
発
揮
す
る
職
員
を
目
指
し
て
い
る

が
地
域
活
動
を
公
務
と
す
る
の
は
難
し
い
。

　
公
務
と
し
て
で
は
な
く
自
主
的
に
参
加

す
る
こ
と
が
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
地
域

活
動
に
参
加
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
行
く
。

問答

寒河江 宏一 議員
さ  が  え   こういち

寒
河
江
議
員　
役
場
を
中
心
と
し
た

町
道
12
路
線
に
、
半
た
わ
み
性
舗
装

が
施
工
さ
れ
、
今
年
で
28
年
経
過
し
て

い
る
。
か
な
り
傷
ん
で
お
り
、
高
齢
者

の
方
々
が
不
便
を
き
た
し
て
い
る
。
今

後
の
修
繕
計
画
は
。

環
境
整
備
課
長　
町
内
の一部
路
線
を
金
山

の
町
並
み
や
風
景
へ
の
調
和
を
目
的
に
整

備
を
し
た
が
、
修
繕
に
は
普
通
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
よ
り
も
約
2
・
9
倍
の
工
賃
が

か
か
る
。
ま
た
、
ピ
ン
コ
ロ
石
に
つ
い
て
も

歩
き
に
く
い
と
い
う
話
も
あ
る
が
、
デ
ザ

イ
ン
と
車
の
減
速
を
促
す
た
め
に
採
用
し

た
。

町
長　
再
度
点
検
し
、
機
能
や
景
観
等
を

検
討
し
、
継
続
し
て
維
持
修
繕
す
る
の
か
、

一般
的
な
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
に
す
る
の
か

方
向
性
を
決
め
る
。

寒
河
江
議
員　
金
山
川
河
川
公
園
が

整
備
さ
れ
て
か
ら
27
年
経
過
し
、
修
繕

す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。
修
繕
計
画

は
。

町
長　
子
供
た
ち
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
新
し
い

ル
ー
ル
で
遊
べ
て
、
楽
し
め
る
よ
う
に
計
画

的
に
修
繕
を
行
い
、
ま
た
町
民
が
安
全
で
、

安
心
な
河
川
公
園
に
し
て
い
く
。

問答

祭
り
に
職
員
の
参
加
を

地
区
負
担
の
軽
減
策
は

介
護
リ
ス
ク
の
軽
減
策
は

少
子
化
対
策
と
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
は

①
人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

②
公
民
館
の
人・ま
ち・住
民
自
治
の
仕
組
み
づ
く
り
は

③
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は

大
場 

洋
介 

議
員

須
藤 
典
夫 

議
員

寒
河
江 

宏
一 
議
員

星
川 

智
子 

議
員

五
十
嵐 

優
一 

議
員

①
少
子
化
対
策
と
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
は

②
介
護
リ
ス
ク
の
軽
減
策
は

①
地
区
負
担
の
軽
減
策
は

②
祭
り
に
職
員
の
参
加
を

①
半
た
わ
み
性
舗
装
の
今
後
は

②
金
山
川
河
川
公
園
修
繕
は

①
地
域
消
費
の
取
り
組
み
は

②
フ
ラ
ワ
ー
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
事
業
の
３
年
目
は

③
町
職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
対
処
は

一
般
質
問
と
は

環
境
整
備
で
少
子
化
改
善
を
目
指
す

多
様
な
ニ
ー
ズ
満
た
す
政
策
を

制
度
改
正
に
反
映
す
る

地
区
公
民
館
改
築
補
助
の
増
額
を

早
期
に
点
検
し
、方
向
性
を
決
定

景
観
に
配
慮
し
た
道
路
の
修
繕
方
向
は

金
山
川
河
川
公
園
修
繕
は

半
た
わ
み
性
舗
装
の
今
後
は

※
半
た
わ
み
性
舗
装
…
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
た
わ
み
性
と

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
剛
性
を
兼
ね
備
え
た
舗
装
。
表
面

を
洗
い
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
部
の
骨
材
が
表
面
に
露

出
し
て
、
昔
な
が
ら
の
道
、
砂
利
道
風
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

傷みが激しい半たわみ性舗装
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
旧
神
室
放

牧
場
活
用
は
。

放
牧
場
の
中
の
草
を
刈
り
、
そ
の
中

を
４
輪
バ
ギ
ー
で
走
る
計
画
で
あ

る
。
み
ん
な
が
喜
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

昨
年
度
の
町
内
出
生
者
が
10
人
と

少
な
い
が
町
と
し
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。町

民
の
婚
姻
数
が
減
少
し
て
い
る
状

況
だ
が
、
結
婚
か
ら
子
育
て
の一
連

の
流
れ
で
、
十
分
な
支
援
策
を
取
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

大
雨
対
策
と
し
て
、
一
般
の
方
ま

で
の
土
の
う
が
準
備
さ
れ
て
い
る

の
か
。一般

住
民
ま
で
使
用
可
能
な
土
の
う

は
準
備
し
て
な
い
が
、
今
後
地
区
と

相
談
し
て
整
備
を
し
て
行
く
。

常任委員会の活動報告

デ
マ
ン
ド
ハ
イ
ヤ
ー
で
の
町
外
病
院

へ
の
対
応
は
。

デ
マ
ン
ド
ハ
イ
ヤ
ー
で
は
町
外
に
は

行
け
な
い
。
真
室
川
町
路
線
バ
ス
が

あ
る
が
、
始
発
時
間
が
早
く
、
時
間
が
合

わ
な
い
人
が
多
い
。
真
室
川
町
公
共
交
通

会
議
な
ど
で
、情
報
交
換
も
行
な
っ
て
い
る
。

若
連
同
士
の
交
流
を
目
的
に

　
　
　
　
　
　
歌
舞
伎
観
覧
を
企
画

〜
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
〜

旧
神
室
放
牧
場
は

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
用
予
定

〜
総
務
文
教
常
任
委
員
会
〜

金
山
祭
り
後
の
各
地
区
若
連
を
対

象
に
予
定
さ
れ
て
い
る
研
修
の
詳
細

や
ね
ら
い
は
。

東
京
で
歌
舞
伎
を
観
覧
し
、
本
物
の

着
物
の
着
付
け
や
山
車
題
目
の
場
面

を
勉
強
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
あ
る
。

今
年
か
ら
コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
自
己

負
担
が
発
生
す
る
が
、
軽
減
策
は
。

他
の
予
防
接
種
補
助
の
割
合
か
ら
推

測
す
る
と
２
分
の
１
だ
が
、
他
自
治

体
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
中
。

農
地
の
貸
借
依
頼
に
関
し
て
申
し
込

み
無
し
が
２
町
歩
出
て
い
る
。
今
後

の
対
応
は
。

圃
場
整
備
を
進
め
な
が
ら
、
効
率

性
を
考
え
た
土
地
の
再
配
分
を
行
な

う
事
が
支
援
と
考
え
る
。

有
害
鳥
獣
対
応
の
捕
獲
報
酬
は
。

１
回
あ
た
り
の
出
動
に
上
限
を
設

け
、
猟
友
会
支
部
に
支
払
っ
て
い
る
。

個
別
種
類
で
の
金
額
に
変
更
は
な
い
。

危
険
空
き
家
の
解
体
が
進
ま
な
い
要

因
は
。

人
件
費
や
燃
料
高
騰
で
、
解
体
撤

去
費
が
高
止
ま
り
傾
向
。
危
険
空

き
家
の
建
築
部
材
が
飛
散
し
、
事
故
に
繋

が
ら
な
い
よ
う
、
助
言
・
指
導
・
勧
告
を

進
め
る
。

問答 問答

問答 問答問答

問答

問答 問答問答

星川 智子 議員

星
川
議
員　
年
２
回
販
売
さ
れ
る
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
経
済
対
策
と
し
て

良
い
事
業
だ
が
、
購
入
者
の
固
定
化
、

利
用
店
の
か
た
よ
り
な
ど
の
傾
向
も
あ

る
。
町
の
総
括
は
。

産
業
課
長　
令
和
７
年
度
の
販
売
総
額
は
６

千
６
百
万
円
、
取
扱
店
は
1
0
1
店
舗
の
予

定
。
町
民
ニ
ー
ズ
が
依
然
と
し
て
高
く
、
町

内
消
費
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
。
予
算
編
成
の
意
見
交
換
会
で
は
、
も

が
み
北
部
商
工
会
か
ら
強
い
要
望
が
あ
り
、

今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
考
え
で
あ
る
。

星
川
議
員　
改
善
セ
ン
タ
ー
等
４
カ
所

の
植
栽
や
バ
ラ
の
全
戸
配
布
を
行
っ
た

が
、
今
後
の
計
画
は
。

環
境
整
備
課
長　
３
年
目
と
な
る
今
年
度

は
、
改
め
て
著
名
な
青
木
先
生
の
作
品
を

Ｐ
Ｒ
し
集
客
に
繋
げ
た
い
。
ま
た
、
秋
の

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
教
室
の
計
画
も
あ
る
。

1
0
0
周
年
記
念
植
栽
の
思
い
を
大
切
に

し
、
今
後
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
株
分
け
を

通
じ
て
、
多
年
草
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気

が
町
内
に
広
が

り
、
町
並
み
景

観
と
調
和
し
た

観
光
資
源
に
な

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

星
川
議
員　
対
処
は
万
全
な
の
か
。

総
務
課
長　
町
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
要
綱

に
基
づ
き
窓
口
を
設
置
し
、
相
談
員
に
よ

る
迅
速
な
事
実
確
認
を
開
始
す
る
。
調
査

結
果
は
町
長
に
報
告
さ
れ
、
処
分
な
ど
の

対
応
を
講
じ
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
を
決
し
て
見

過
ご
さ
ず
、
速
や
か
且
つ
丁
寧
に
対
応
で

き
る
体
制
を
整
え
取
り
組
ん
で
い
る
。

問答

ほしかわ　さ と こ

五十嵐 優一 議員

五
十
嵐
議
員　
地
区
活
動
の
支
援
等
は
。

総
務
課
長　
各
課
挙
げ
た
体
制
で
、
き
め

細
や
か
な
支
援
策
を
講
じ
る
。
全
地
区
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
、
意
見
交
換
を
行
い
、

行
政
事
務
取
扱
者
や
役
員
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

五
十
嵐
議
員　
二
地
域
居
住
を
含
む

対
策
の
推
進
は
。

総
務
課
長　
地
域
の
担
い
手
確
保
に
も
つ

な
が
る
の
で
、
国
の
動
き
も
注
視
し
な
が

ら
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る
。

五
十
嵐
議
員　
町
公
民
館
大
会
の
実

施
事
業
は
。
公
民
館
活
動
の
支
援
体

制
は
。

教
学
課
長　
全
区
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
現
状
や
課
題
の
情
報
共
有
を

図
る
。
地
区
か
ら
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ

等
に
は
積
極
的
に
関
わ
り
、
活
動
の
支
援

を
図
る
。

五
十
嵐
議
員　
一
般
廃
棄
物
の
発
生

量
、処
理
量
、排
出
の
抑
制
の
方
策
は
。

環
境
整
備
課
長　
一人一日
当
た
り
の
排
出

量
の
推
移
は
減
少
傾
向
に
転
じ
て
い
る
。

衛
生
組
合
と
共
同
で
推
進
し
、
分
別
の
徹

底
や
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
環
境

に
優
し
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
。

五
十
嵐
議
員　
町
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
の
達
成
状
況
と
対
策
は
。

町
長　
基
準
年
度
に
対
し
、
削
減
率
25・7
％
。

公
共
施
設
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
電

力
の
切
り
替
え
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
目

標
に
向
け
て
積
極
的
に
導
入
を
図
る
。

問答

い が ら し  ゆういち

一般質問

公
民
館
の
人・ま
ち・住
民
自
治
の

仕
組
み
づ
く
り
は

町
内
消
費
に
大
き
く
寄
与

商
品
券
発
行
事
業
の
総
括
は

き
め
細
や
か
な
支
援
策

地
区
活
動
の
支
援
等
は

地
域
消
費
の
取
り
組
み
は

フ
ラ
ワ
ー
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
事
業
の
３
年
目
は

町
職
員
の
パ
ワ
ハ
ラ
へ
の
対
処
は

人
口
減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
は

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
は

旧神室放牧場
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議
長
・
副
議
長 

就
任
あ
い
さ
つ

非常用電源設備工事の請負契約を締結
5月臨時会

～建築工事 4,719万円、電気設備工事 1億5,761万9千円～

１．町長提出議案

議
長
及
び
副
議
長
選
挙
の
結
果

各
委
員
会
等
の
構
成

議
案
へ
の
質
疑
応
答
要
旨

●
議
長
選
挙 

栗
田 

保
則　
10
票

●
副
議
長
選
挙 

沼
澤 

道
也　
９
票

 

白　
　

 

票　
１
票

●
議
会
運
営
委
員
会

　
委　
員　
長 

矢
口 

政
一

　
副
委
員
長 

須
藤 

典
夫

　
委　
　
　
員 

議
長
、副
議
長
を
除
く
全
議
員

●
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
委　
員　
長 

寒
河
江 

宏
一

　
副
委
員
長 

五
十
嵐 

優
一

　
委　
　
　
員 

矢
口 

政
一

　
　
　
　
　
 

中
村 

忠
行

　
　
　
　
　
 

栗
田 

保
則

●
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　
委　
員　
長 

大
場 

洋
介

　
副
委
員
長 

宮
林 

聡
志

　
委　
　
　
員 

須
藤 

典
夫

　
　
　
　
　
 

星
川 

智
子

　
　
　
　
　
 

沼
澤 

道
也

●
議
会
広
報
常
任
委
員
会　
※
裏
表
紙
に
記
載

●
議
会
選
出
監
査
委
員　
中
村 

忠
行

●
最
上
地
区
広
域
連
合
議
員　
大
場 

洋
介

【
議
第
46
号　
金
山
町
役
場
庁
舎
非
常
用
電
源
設

備
設
置
工
事
（
建
築
工
事
）
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て 

及
び 

議
第
47
号　
金
山
町
役
場
庁
舎

非
常
用
電
源
設
備
設
置
工
事
（
電
気
設
備
工
事
）

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
】

寒
河
江 

宏
一
議
員　
建
築
工
事
、
電
気
設

備
工
事
の
入
札
状
況
は
。
ま
た
、
現
在
役
場

地
下
に
あ
る
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
撤
去
も
全
部

入
っ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　
建
築
工
事
、
電
気
設
備
工
事
と
も

に
５
社
指
名
し
、全
て
応
札
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
撤
去
は
電
気
設
備
工
事
に
含
ま

れ
て
い
る
。
外
構
工
事
は
今
後
発
注
す
る
。

　
こ
の
た
び
、
議
長
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
栗
田
保
則
で
す
。
就
任
に
あ
た
り
、一言
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
、
そ
れ
と
同

時
に
、町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
と
し
て
、

さ
ら
に
町
政
に
対
し
て
の
責
任
を
強
く
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
行
政
と
議
会
が
な
お一層
町
民

の
た
め
の
政
策
実
現
を
第一に
考
え
た
議
論
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
責
務
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

職
務
を
全
う
し
て
い
く
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
副
議
長
に
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
沼
澤
道
也
で
す
。
就
任
に
あ
た
り
、一言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
副
議
長
に
選
出
さ
れ
、
責
任
の
重
さ
を
改
め
て

痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
町
制
施
行
１
０
０
周
年
を
契
機
に
、
金
山
町

が
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
町
と
な
る
よ
う
、
議
長
を

補
佐
し
、皆
様
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、

２
年
間
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
就
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

５月臨時会が５月1日に開催され、議長、副議長選挙及び各委員会の選任や補正予算、条例の一部改正、
工事請負契約の締結など９議案について審議し、全員賛成で可決した。

議案番号 議　案　名

議第40号

議第41号

議第42号

議第43号

議第44号

議第45号

議　長

副議長

栗田　保則

沼澤　道也

く り  た 　  やすのり

ぬまざわ 　  み  ち や

令和６年度金山町一般会計補正予算（第14号）の専決処分の承認について
補正額：5,263万4千円　補正後予算額：56億6,503万4千円

令和６年度金山町介護保険特別会計補正予算（第６号）の専決処分の承認について
補正額：2,000万円　補正後予算額：7億3,381万6千円

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び
特定個人情報の提供に関する条例等に一部を改正する条例の制定についての専決処分の承認について
デジタル手続法の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

金山町税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の承認について
地方税法の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの
金山町都市計画税条例の一部を改正する条例の制定についての専決処分の承認について
地方税法の一部改正に伴い、所要の改正を行うもの

令和７年度金山町一般会計補正予算（第１号）
補正額：1,205万6千円　補正後予算額：50億7,305万6千円

２．町長提出議案（追加提出議案）
議案番号 議　案　名

議第46号

議第47号

議第48号

金山町役場庁舎非常用電源設備設置工事（建築工事）請負契約の締結について
㈲星輪と4,719万円で契約するもの
金山町役場庁舎非常用電源設備設置工事（電気設備工事）請負契約の締結について
東北電化工業㈱新庄営業所と1億5,761万9千円で契約するもの
金山町監査委員の選任について
金山町監査委員（議会選出）に中村忠行氏を選任するもの

工事が進む非常用電源設備
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区
長
と
議
員
の
意
見
交
換
会

山
形
県
選
出
国
会
議
員
へ
の
要
望
活
動

東
京
金
山
会 

第
66
回
総
会 
〜
ふ
る
さ
と
を
語
る
集
い
〜

　
６
月
16
日
に
衆
・
参
両
議
院
議
員
会
館
に
佐
藤
英
司
町
長
・
小
関
啓
幹
副
町
長
と
と
も
に

県
内
選
出
国
会
議
員
を
訪
ね
、
要
望
書
を
提
出
し
、
意
見
交
換
と
と
も
に
ア
ド
バ
イ
ス
等
も

い
た
だ
い
た
。
要
望
事
項
は
次
の
と
お
り
。

◎ 

東
北
中
央
自
動
車
道 

新
庄
・
湯
沢
地
域
間
高
規
格
幹
線
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

◎ 

農
業
・
農
村
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

◎ 

森
林
整
備
事
業
の
予
算
の
確
保
等
に
つ
い
て

◎ 

国
庫
補
助
金
・
交
付
金
の
事
業
制
度
・
予
算
の
拡
充
に
つ
い
て

◎ 

凍
上
災
の
採
択
用
件
の
緩
和
・
及
び
積
雪
寒
冷
地
の
舗
装
補
修
に
対
す
る
制
度
創
設
、　

　

 

財
源
の
確
保
に
つ
い
て

　
東
京
金
山
会
第
66
回
総
会
が
、
東
京
日
暮
里
「
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
日
暮
里
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド
」

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
総
会
後
の
懇
親
会
は
、
羽
場
出
身
の
多
田
有
希
（
ゆ
き
）
さ
ん
、
聡
（
あ
き
ら
）
さ
ん
ご

夫
妻
に
よ
る
音
楽
の
ス
テ
ー
ジ
、
稲
沢
の
永
山
茂
樹
さ
ん
の
歌
の
ス
テ
ー
ジ
・
國
分
さ
え
子

さ
ん
、
リ
リ
ィ
さ
ん
に
よ
る
沖
縄
三
線
と
カ
ホ
ン
の
ス
テ
ー
ジ
と
盛
沢
山
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
販
売
ブ
ー
ス
も
賑
わ
い
、
地
元
な
ら
で
は
の
品
々
に
行
列
が
で
き
た
。

　
参
加
者
の
方
々
は
懐
か
し
き
ふ
る
さ
と
を
語
り
合
い
な
が
ら
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

　
町
議
会
で
は
「
金
山
町
議
会
基
本
条
例
」
に
基

づ
き
、
令
和
７
年
３
月
21
日
に
「
区
長
と
議
員
の

意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
５
地
域
（
金
山
・
東
郷
・
西
郷
・

有
屋・中
田
）
に
分
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
形
式
で
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
２
名
の
議
員
と
町
・
地
域
の
課
題
や
議

員
定
数
・
報
酬
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
議
員
定
数
・
報
酬
に
つ
い

て
は
、
令
和
５
年
に
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

結
果
を
公
表
し
て
い
る
。

　
定
数
（
10
名
）
は
、約
３
分
の
２
の
回
答
が
「
ち
ょ

う
ど
良
い
」
で
あ
っ
た
が
、
残
り
の
約
３
分
の
１
が

「
多
い
」
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
区
長
か
ら
も
同

様
の
意
見
で
あ
っ
た
。

　
議
員
報
酬
も
、
約
３
分
の
２
の
回
答
が
「
ち
ょ
う

ど
良
い
」
で
あ
っ
た
が
、「
多
い
」「
少
な
い
」
と
の

回
答
も
そ
れ
ぞ
れ
15
〜
18
％
ほ
ど
あ
っ
た
。
区
長
か

ら
は
、
現
状
維
持
の
声
が
多
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　
最
後
に
、
区
長
・
公
民
館
長
連
絡
協
議
会
か
ら
、

地
区
公
民
館
整
備
の
費
用
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
、

町
議
会
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。

（
６
月
議
会
本
会
議
に
お
い
て
須
藤
典
夫
議
会

活
性
化
・Ｄ
Ｘ
推
進
特
別
委
員
会
委
員
長
が

一般
質
問
で
町
に
質
し
た
。Ｐ
５
参
照
）

（
町
民
と
議
会
の
関
係
）

第
４
条　
議
会
は
、
町
民
に
対
し
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
と

と
も
に
、
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
２　
議
会
は
、町
民
、各
種
団
体
及
び
地
域
と
の
連
携
を
図
り
、

広
報
及
び
公
聴
活
動
を
強
化
し
、
町
民
の
意
見
を
政
策

の
立
案
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
３　
議
会
が
行
う
会
議
は
、
公
開
を
原
則
と
し
、
町
民
が
傍

聴
し
や
す
い
環
境
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
４　
議
会
は
、
請
願
等
の
審
査
に
お
い
て
、
必
要
に
よ
り
提
出

者
の
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
議
会
報
告
会
）

第
５
条　
議
会
は
、
町
民
の
参
加
と
連
携
を
高
め
る
方
策
と
し
て
、

町
民
に
対
し
説
明
責
任
を
果
た
す
議
会
報
告
会
を
年
１

回
以
上
開
催
し
、
広
く
町
民
の
意
見
を
聴
取
し
て
、
議

会
と
し
て
の
政
策
形
成
、
政
策
提
言
そ
の
他
の
議
会
活

動
に
反
映
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
議
会
広
報
の
充
実
）

第
６
条　
議
会
は
、
議
会
及
び
町
政
に
係
る
情
報
を
常
に
町
民
に

対
し
わ
か
り
や
す
い
表
現
で
周
知
す
る
と
と
も
に
、
よ
り

多
く
の
町
民
が
議
会
及
び
町
政
に
関
心
を
持
つ
よ
う
議

会
広
報
活
動
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　
　
２　
前
項
の
広
報
活
動
は
、
情
報
技
術
の
発
展
を
踏
ま
え
、

多
様
な
広
報
手
段
を
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。

第
３
章　
町
民
と
議
会
の
関
係

金
山
町
議
会
基
本
条
例
（
抜
粋
）

加藤鮎子衆議院議員に要望

舟山康江参議院議員に要望

多田有希さん・聡さんのステージ

販売ブースには多くの方が

特別委員会の活動報告
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金
山
町

第
143号

令和７年７月13日に「かねやま昭
和ミニレトロ館」がオープンし
た。令和５年12月22日に開催さ
れた新庄南高校金山校模擬議会
において、星川怜紅議員から質問
のあった「昭和レトロ館を金山町
に」が長倉春喜さん（荒屋）のご
協力により実現した。

金山町町制施行100周年記念映像「金山の道、
百年の光。」が国内最大級の国際短編映画祭
「ショートショートフィルム
フェスティバル＆アジア
2025」観光映像大賞部門
で最高賞の観光庁長官賞
を受賞した。是非ご覧いた
だきたい。

本号の写真

発行◎山形県最上郡金山町議会

9月定例議会は9月4日㈭～11日㈭の予定です
町民の皆様の傍聴をお待ちしています

議 会 議 長　 栗田　 保則
◎発行責任者

委　員　長　 星川　 智子
副 委 員 長　 中村　 忠行
委　　　員　 大場　 洋介
　　　　　　 五十嵐 優一
　　　　　　 宮林　 聡志

◎議会広報常任委員会

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
U
D
）の
考
え
に
基
づ
い
た

見
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
の
文
字
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

〒999-5402
山形県最上郡金山町大字金山324番地1
TEL.0233-52-2111（内線300）
FAX.0233-52-2004

町民の声

　私は印刷物やロゴマークの制作などといったグ
ラフィックデザインを仕事にしています。昨年度は
町制施行100周年記念誌の制作をはじめ、各種記
念事業のお手伝いをさせていただくことができま
した。町の大きな節目の年に、微力ながらも町民
として携われたことは大変光栄なことです。
　私はこれまで県外町外のデザイン事務所・印刷
会社・広告会社に勤務し、2017年からは金山町
を拠点に仕事をしています。地元で働くようになっ
て気づいたことは、私自身が金山町で生まれ育っ
ていながら、まだまだ町について知らないことが
多いということです。仕事を通して出会った人や

活動団体、取材や資料収集のなかで知った歴史・
文化・過去の災害など、自分が考えている以上に
多くの人々の思いや行動、そして先人の願いと努力
の蓄積のうえに現在の町が成り立っているのだと、
あらためて気づかされています。
　町の礎が築かれた昭和初期の写真をみると、と
にかく人が多いことに驚かされます。コスパ・タ
イパといって、なにかと効率が優先されコンパクト
になっていく昨今の風潮からは考えにくいですが、
成長・拡大の活気に満ちた時代だったのだろうと
想像させられます。折しも2025年は昭和100年。
マルコの蔵では「昭和ミニレトロ館」が開催され
ています。懐かしい品々をみて当時の暮らしに思
いを馳せるのもよいかもしれません。
　世相を反映して消えていくものがある一方で、
普遍的な良さを持ったものは時代を超えて評価さ
れるということもあります。振り返って自分の仕事
の分野をみても思い当たるところがあります。地元
に向きあいながら、変化する時代の価値観も受け
入れて、先人が理想とした未来のつづきになるよ
うな仕事ができればと思っています。

町制施行100周年
記念事業を通して思ったこと

ホシカワデザイン

星川 忠平 さん
ほし かわ　ちゅうへい
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